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研究会報告
7>1では基底状態が 秩序相にあるため熟は流れにくい､それに対して7,≦1では 基底状態は無
秩序相にあるので熱は流れやすくなる｡ そしてその境目7-1では3回微分に特異性が現れる.
以上のように系がbulkの時は量子相転移上の点で熟流の7に関するIliglerの微分が特異性を
示すことが分かった｡この特異性は基底状態と第-励起状態との間のエネルギーギャップの微分不
連続性から来るものであり極めて自然な結果と言える｡ このような微分の特異的な振る舞いが､
系内部にも外界の影響があるとき (問題設定の2番目)､どのように残るかあるいは消えていくか
は今後の課題である｡
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